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表紙スケッチについて 

　以前、雨上がりに家を出たら、濡れた道路の向こうに、虹の柱が見えました。 
　それは、真っすぐ空高く伸びていて感動的でした。 
　呑川の北糀谷橋へ出て空を見ると、大森南のほうから六郷方面へ、大きな弓
なりの虹がかかっていました。 
　いつまでも見ていたかったのですが、陽の光を浴びて徐々に淡く消えて見え
なくなりました。 
　今回はその時の感動をもとに描きました。 
　描くにあたって、左側の電柱は何本か減らし、道路の右側の電柱はすべて省略。 
　そのせいか、準工地域の北糀谷も絵になると、荘厳な街並みに見えませんか？ 
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● 散歩道／梓不動産販売㈱･　田義代 

● 税務ニュース 

● ラフォーレ倶楽部 

● 地球温暖化対策報告書制度 

● 出産・育児に伴い保険給付等 

● 法人会コーナー 

 ◆矢口1．2．3支部合同で多摩川清掃活動 

 ◆何かをしよう 

● Take Five／宮下裕行 

● 私のすすめる店／読者のひろば 

● デスクサイド／都税だより 
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行
事
関
係
 

行
事
関
係
 

会
議
関
係
 

6月1日（水）14：00～ 

● 災害セミナー 大田区産業プラザ6ＦＣ会議室 

 

6月7日（火）13：30～ 

● 新設法人説明会 法人会館4Ｆ 

 

6月10日（金）14：00～ 

● 電子申告納税講習会 法人会館4Ｆ 

 

6月12日（日）9：30～ 

● 多摩川河川敷清掃活動（多摩川大橋～ガス橋間） 

 

6月15日（水）17：30～ 

● 西六郷高畑支部総会・研修会 高畑町会会館 

 

6月16日（木）14：00～ 

● パソコン講習会① 法人会館4Ｆ 

6月17日（金）14：00～ 

● パソコン講習会② 法人会館4Ｆ 

 

6月22日（水）13：00～ 

● 経営者セミナ－ 法人会館4Ｆ 

 

6月29日（水）13：00～  

● 経営者セミナ－ 法人会館4Ｆ 

 

6月30日（木）13：30～ 

● 決算法人説明会 消費者生活センタ－2Ｆ 

 

 

 

 

6月21日（火）16：00～ 

■ 広報委員会 法人会館4Ｆ 



1 ●法人かまた 

　
田
家
十
九
代
目
 

　
　
田
さ
ん
は
矢
口
一
丁
目
生
ま
れ
。

「
昭
和
十
七
年
、
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
今
日
ま
で
こ
こ
で
育
ち
ま
し
た
。

十
九
代
目
で
す
。
初
代
は
太
田
道
灌

が
江
戸
城
築
城
の
頃
で
す
。
当
時
は

こ
の
地
に
七
軒
の
農
家
が
あ
っ
て
、

矢
口
と
川
崎
の
河
川
敷
で
土
地
を
耕

し
、
大
根
・
ゴ
ボ
ウ
な
ど
の
根
菜
類

を
大
量
に
作
り
、
こ
れ
を
江
戸
城
築

城
工
事
現
場
ま
で
運
ん
で
い
ま
し

た
」
。
 

 

法
人
化
 

　
昭
和
四
十
七
年
梓
商
事
を
設
立
。

翌
年
、
先
代
の
不
動
産
の
賃
貸
・
売

買
・
管
理
等
を
目
的
に
法
人
組
織
に

し
た
。
以
来
、
「
大
田
区
を
中
心
に
、

多
く
の
オ
ー
ナ
ー
様
の
大
切
な
資
産

を
お
預
か
り
し
て
、
不
動
産
賃
貸
業

及
び
管
理
を
行
っ
て
今
日
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
特
に
最
近
は
、
法
令
の

変
更
、
東
京
都
賃
貸
紛
争
防
止
条
例

の
施
行
な
ど
で
、
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
業
務
を
遂
行
し
て
参
り

ま
し
た
」
。
 

　
平
成
十
八
年
に
城
南
エ
リ
ア
を
対

象
と
し
た
新
築
分
譲
住
宅
事
業
に
参

入
す
る
た
め
、
多
摩
川
店
を
オ
ー
プ

ン
す
る
。
 

 

住
宅
提
供
 

　
　
田
さ
ん
の
住
宅
建
設
に
対
す
る

基
本
的
姿
勢
は
、
「
よ
り
よ
い
住
宅

の
機
能
と
住
環
境
の
美
を
追
究
し
、

そ
し
て
家
族
の
集
ま
る
快
適
な
空
間
、

素
敵
な
仲
間
の
集
ま
る
空
間
を
こ
の

住
宅
を
通
し
て
提
供
す
る
」

こ
と
だ
。
お
客
様
の
「
こ

ん
な
家
に
住
ん
で
み
た
か

っ
た
」
。
こ
の
一
言
が
　

田
さ
ん
に
と
っ
て
最
大
の

励
み
と
な
り
、
こ
の
丸
子

一
帯
を
テ
リ
ト
リ
ー
に
し

て
、
常
客
の
要
望
に
応
じ

た
分
譲
住
宅
の
企
画
・
販
売
等
、
多

岐
に
わ
た
っ
て
住
宅
の
供
給
に
務
め

て
こ
ら
れ
た
。
 

　
永
年
一
つ
の
道
に
携
わ
っ
て
き
た

　
田
さ
ん
、
眺
め
て
結
論
を
出
す
こ

と
を
嫌
う
実
践
型
経
営
者
。
何
事
に

対
し
て
も
信
念
を
持
ち
、
中
途
半
端

に
は
せ
ず
、
と
こ
と
ん
自
分
な
り
に

納
得
し
て
か
ら
で
な
い
と
前
に
進
ま

な
い
。
 

　
一
方
地
域
活
動
も
、
周
り
が
放
っ

て
置
か
ず
、
町
会
長
を
は
じ
め
消
防
・

防
犯
等
々
の
役
を
引
き
受
け
、
こ
の

よ
う
な
　
田
さ
ん
を
知
る
人
は
、
義

理
・
人
情
に
篤
い
人
と
評
し
て
い
る
。

何
よ
り
も
人
情
家
だ
か
ら
、
「
他
人

に
後
ろ
指
を
指
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

を
す
る
な
」
を
座
右
の
銘
と
し
て
今

日
ま
で
歩
ん
で
き
た
と
い
う
。
そ
し

て
こ
れ
が
社
是
に
も
な
っ
て
い
る
。
 

 

釣
り
と
菊
作
り
 

　
　
田
さ
ん
の
「
釣
り
吉
」
は
あ
ま

り
に
も
有
名
。
十
日
に
一
回
は
釣
り

船
に
乗
っ
て
い
る
。
釣
歴
は
小
学
生

か
ら
。
特
に
海
の
深
場
釣
り
が
専
門
。

「
水
深
三
百
メ
ー
ト
ル
付
近
で
、
金

目
鯛
・
黒
ム
ツ
・
鯵
・
鯖
ほ
か
深
場

の
魚
を
狙
い
ま
す
。
こ
の
辺
り
の
鯵

は
五
十
セ
ン
チ
は
あ
り
ま
す
」
。
 

　
陸
に
あ
っ
て
は
菊
作
り
。
こ
の
道

は
十
年
。
庭
の
隅
に
百
三
十
セ
ン
チ

ほ
ど
の
背
丈
の
頭
頂
に
子
供
の
顔
ほ

ど
の
白
い
大
輪
が
見
え
る
。
 

　
運
動
は
毎
朝
・
晩
の
九
十
分
ほ
ど

愛
犬
と
散
歩
。
「
毎
日
散
歩
を
し
て

い
ま
す
と
、
地
域
の
景
気
動
向
が
分

か
り
ま
す
。
最
近
は
工
場
の
活
気
が

あ
り
ま
せ
ん
」
。
 

 

大
家
族
 

　
ご
家
族
は
奥
様
の
ほ
か
に
、
長
男

の
五
人
家
族
、
次
男
の
二
人
、
三
男

の
三
人
家
族
、
独
身
の
四
男
と
合
計

十
三
人
家
族
。
「
男
ば
か
り
で
、
長

男
と
五
男
が
焼
肉
店
を
十
店
舗
経
営

し
て
お
り
ま
す
」
。
 

　
最
近
読
ま
れ
た
本
は
、
「
安
部
司

著
の
『
食
品
の
裏
側
』
と
い
う
本
で

す
。
食
品
添
加
物
を
扱
っ
た
本
で
、

私
共
が
口
に
す
る
食
べ
物
に
ど
れ
だ

け
の
食
品
添
加
物
が
入
っ
て
い
る
か
、

そ
し
て
身
体
に
ど
れ
だ
け
影
響
を
与

え
る
か
が
分
か
り
ま
す
。
食
べ
る
の

が
唯
一
の
楽
し
み
に
し
て
い
る
私
に

と
っ
て
、
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
本
で
し
た
」
。
 

　
話
し
ぶ
り
の
中
に
地
域
の
発
展
に

燃
え
る
情
熱
を
感
じ
さ
せ
る
　
田
さ

ん
で
あ
る
。
 

 

 

代
表
取
締
役
 

 
田
義
代
氏
 

梓
不
動
産
販
売
㈱
 



●法人かまた 2



3 ●法人かまた 



●法人かまた 4

！ ！ 



5 ●法人かまた 



●法人かまた 6



7 ●法人かまた 



●法人かまた 8�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

特定社会保険労務士 

伊原 毅 
（いはらたけし） 

出
産
・
育
児
に
伴
う
保
険
給
付
制
度 

【経営理念】中小企業において経営者・従業員双方に
とってよりよい企業環境を創造し、人的資源を有効活
用できるよう一緒に考え、企業繁栄の一助となること。
「経営者のよき相談相手」が私の仕事と思っています。  
■社会保険労務士　伊原毅事務所  
●東京都社会保険労務士会理事 
●東京都社会保険労務士会大田支部支部長 

　
昨
年
大
河
ド
ラ
マ
の
「
竜
馬
伝
」

や
某
テ
レ
ビ
局
の
「
仁
」
と
い
う
ド

ラ
マ
が
大
人
気
で
あ
っ
た
。
ま
た
近

年
「
歴
女
」
な
る
歴
史
好
き
な
女
性

が
増
え
、
そ
の
多
く
は
幕
末
人
気
で

あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
幕
末
頃
（
一

八
六
七
年
）
か
ら
日
本
の
人
口
は
増

加
し
て
、
一
九
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇

〇
年
の
一
〇
〇
年
間
の
間
で
約
三
倍

に
な
り
ま
し
た
。
（
ピ
ー
ク
は
二
〇

〇
四
年
の
一
億
二
千
七
七
九
万
人
）

し
か
し
二
十
一
世
紀
の
一
〇
〇
年
は

人
口
急
減
と
な
り
、
二
一
〇
〇
年
に

は
四
千
七
七
一
万
人
、
約
六
〇
パ
ー

セ
ン
ト
減
、
三
分
の
一
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
社
会
保
障
の
一
環
と
し
て
、

少
子
高
齢
化
に
対
し
、
社
会
で
働
い

て
い
る
女
性
が
少
し
で
も
子
供
を
産

み
や
す
く
、
か
つ
社
会
復
帰
し
や
す

い
環
境
に
す
る
た
め
の
制
度
が
様
々

あ
り
ま
す
の
で
、
横
断
的
に
説
明
を

い
た
し
ま
す
。
 

【
出
産
】
 

1
、
健
康
保
険
よ
り
「
出
産
育
児
一

時
金
」
 

　
こ
れ
は
、
出
産
に
要
す
る
費
用
の

補
助
制
度
で
す
。
以
前
は
、
医
療
機

関
等
で
出
産
後
一
時
本
人
が
費
用
を

負
担
し
保
険
者
に
請
求
を
し
て
、
支

払
わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
近
年

は
医
療
機
関
等
で
直
接
支
払
制
度
が

で
き
、
一
時
金
よ
り
も
医
療
機
関
の

支
払
い
が
高
額
の
場
合
は
差
額
の
み

の
支
払
い
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
時
金
額
も
産
科
医
療
補

償
制
度
（
保
険
）
に
加
入
し
て
い
る

医
療
機
関
で
は
四
二
万
円
、
そ
れ
以

外
は
三
九
万
円
に
な
り
ま
す
。
 

【
産
前
・
産
後
】
 

1
、
健
康
保
険
よ
り
「
出
産
手
当
金
」
 

　
こ
れ
は
、

出
産
に
伴

う
休
業
補

償
制
度
で

す
。
産
前
四
二
日
以
内
（
出
産
予
定

日
を
含
む
）
、
産
後
五
六
日
間
で
、

休
業
し
給
与
の
支
給
が
な
い
と
き
に

請
求
が
で
き
ま
す
。
手
当
金
は
一
日

に
つ
き
標
準
報
酬
日
額
の
三
分
の
二

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

【
育
児
休
業
】
 

　
子
が
１
歳
に
達
す
る
日
ま
で
育
児

休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

1
、
社
会
保
険
に
「
育
児
休
業
等
取

得
者
申
出
書
」
（
保
険
料
免
除
）
 

　
育
児
休
業
期
間
中
の
社
会
保
険
料

（
健
康
保
険
料
、
厚
生
年
金
保
険
料
）

は
、
会
社
負
担
分
を
含
め
免
除
に
な

り
ま
す
。
こ
の
期
間
に
お
い
て
、
も

ち
ろ
ん
健
康
保
険
証
は
使
用
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
し
、
ま
た
厚
生
年
金

は
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
た
者
と
同

様
に
将
来
年
金
が
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
雇
用
保
険
料
及
び
所
得
税

は
、
給
与
支
給
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

当
然
に
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
唯
一
、
住
民
税
は
免
除
に
な
り
ま

せ
ん
。
 

2
、
雇
用
保
険
よ
り
「
育
児
休
業
給

付
金
」
 

　
育
児
休
業
期
間
の
給
与
補
助
の
制

度
で
す
。
以
前
は
「
育
児
休
業
基
本

給
付
金
」
と
「
職
場
復
帰
給
付
金
」

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
統
合
さ
れ
、

支
給
額
も
休
業
開
始
時
賃
金
月
額
の

四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
（
当
分
の
間
は
五

〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
二
カ
月
に
一
回

の
指
定
月
の
請
求
に
基
づ
き
月
額
で

支
給
さ
れ
ま
す
。
 

【
職
場
復
職
】
 

1
、
養
育
期
間
標
準
報
酬
月
額
特
例

申
出
書
 

　
三
歳
未
満
を
養
育
す
る
者
が
勤
務

時
間
の
短
縮
等
で
賃
金
の
減
少
に
な

っ
た
と
き
、
申
し
出
て
標
準
報
酬
月

額
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
制
度
で
い
い
点
は
保
険
料
が
下

が
っ
て
も
、
将
来
も
ら
え
る
年
金
で

は
、
従
前
の
標
準
報
酬
月
額
で
計
算

さ
れ
る
こ
と
で
す
。
 

【
育
児
休
業
】
【
職
場
復
職
】
の
制

度
は
、
働
く
女
性
の
み
で
な
く
、
該

当
す
れ
ば
、
男
性
も
制
度
を
活
用
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
制
度
を
理
解
・

整
理
を
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
お
勧

め
い
た
し
ま
す
。
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蒲田法人会会員 社団 
法人 ◆申告書にはこのシールを必ずはりましょう。 

　
例
年
な
ら
桜
が
満
開
な
は
ず
な
の

に
、
今
年
は
震
災
に
追
い
打
ち
を
か

け
る
よ
う
に
寒
さ
が
続
き
、
多
摩
川

の
桜
の
つ
ぼ
み
も
縮
こ
ま
っ
た
ま
ま

で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
四
月
二
日

（
土
）
、
こ
の
日
だ
け
は
穏
や
か
な

天
候
に
恵
ま
れ
、
午
前
十
一
時
、
多

摩
川
河
川
敷
の
清
掃
活
動
に
、
第
19

ブ
ロ
ッ
ク
八
人
の
メ
ン
バ
ー
が
ガ
ス

橋
交
番
前
に
集
合
し
ま
し
た
。 

　
み
ん
な
清
掃
用
具
を
持
っ
て
、
丸

子
橋
方
面
へ
向
け
て
さ
っ
そ
く
出
発
。

一
見
す
る
と
、
ゴ
ミ
な
ど
見
当
た
ら

な
い
河
川
敷
で
す
が
、
よ
〜
く
見
る

と
…
あ
る
わ
あ
る
わ
!!
　
な
ん
と
い

っ
て
も
一
番
多
い
ゴ
ミ
が
、
タ
バ
コ

の
吸
殻
。
そ
し
て
吸
殻
と
一
緒
に
あ

る
の
が
、
ア
メ
や
お
菓
子
の
袋
。
あ

の
辺
り
の
河
川
敷
は
、
野
球
場
や
サ

ッ
カ
ー
グ
ラ
ン
ド
が
あ
る
の
で
、
タ

バ
コ
吸
っ
た
り
ア
メ
や
お
菓
子
を
食

べ
な
が
ら
観
戦
す
る
人
た
ち
が
多
い

か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
…
？ 

　
た
ま
の
休
み
に
野
球
や
サ
ッ
カ
ー

を
観
な
が
ら
、
の
ん
び
り
過
ご
す
の

は
も
ち
ろ
ん
結
構
な
事
で
す
が
、
み

ん
な
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
、
自
分
で
出
し
た
ゴ
ミ
は

持
ち
帰
っ
て
ほ
し
い
も
ん
で
す
。
「
多

摩
川
を
擁
す
る
蒲
田
法
人
会
も
、
も

っ
と
河
川
敷
美
化
の
啓
蒙
活
動
に
力

を
注
い
で
は
ど
う
か
？
」
と
の
声
も
、

清
掃
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
自
然
と
湧

き
上
が
っ
て
来
ま
し
た
。 

　
一
時
間
ほ
ど
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
後
、

ま
だ
つ
ぼ
み
の
桜
の
下
で
懇
親
会
。

懇
親
会
か
ら
加
わ
っ
た
人
た
ち
も
大

勢
い
て
、
暖
か
な
日
差
し
の
中
一
足

早
い
お
花
見
を
楽
し
み
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
自
分
た
ち
の
ゴ
ミ
は
自
分

た
ち
で
持
ち
帰
り
ま
し
た
よ
！ 

　
な
お
、
当
日
参
加
者
か
ら
東
日
本

大
震
災
の
被
災
者
救
援
へ
の
義
援
金

二
六
、
〇
〇
〇
円
が
集
ま
り
、
日
本

赤
十
字
社
へ
寄
附
い
た
し
ま
し
た
。 

〈
第
19
ブ
ロ
ッ
ク
長 

梓
不
動
産
販
売
㈱
　　
田
義
代
　記
〉 

矢口1．2．3支部合同で多摩川清掃活動 
 

矢口1．2．3支部合同で多摩川清掃活動 
 

社会貢献活動 
 

　
甚
大
な
被
害
と
多
く
の
犠
牲
者
を

も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。
全
国

の
み
な
ら
ず
、
世
界
か
ら
復
興
へ
の

温
か
い
支
援
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

義
援
金
支
援
、
物
資
支
援
、
さ
ら
に

は
被
災
地
に
入
り
全
身
泥
ま
み
れ
に

な
り
な
が
ら
も
無
償
の
労
働
奉
仕
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
と
い
う
形
で
、

被
災
支
援
と
復
興
支
援
が
行
わ
れ
て

い
る
。
支
援
す
る
人
の
尊
い
生
き
方

が
、
深
い
悲
し
み
に
あ
る
被
災
者
の

心
は
「
復
興
し
て
い
こ
う
」
と
い
う

思
い
を
日
々
強
く
し
て
い
る
。
支
え

合
い
、
支
え
ら
れ
る
こ
と
が
ど
れ
だ

け
生
き
る
力
を
強
く
育
ん
で
い
る
こ

と
だ
ろ
う
か
。 

　
詩
人
・
坂
村
真
民
さ
ん
が
支
え
合

う
尊
い
生
き
方
を
表
し
た
詩
が
あ
る
。

人
の
た
め
に
な
る
、
何
か
を
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

清掃活動を通して地域の絆を！ 清掃活動を通して地域の絆を！ 
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日
本
人
は
、
自
分
の
意
見
を
言
わ

な
い
と
か
、
二
つ
の
意
見
を
使
い
分

け
る
、
と
い
う
批
判
を
外
国
の
方
か

ら
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
日
本
人
の
態
度
は
、
日
本
人
に

特
有
の
も
の
で
、
日
本
的
価
値
観
に

基
づ
く
も
の
、
と
外
国
で
は
考
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
そ
の
た
め
、
日
本
人
論
を
展
開
す

る
上
で
し
ば
し
ば
こ
う
い
っ
た
態
度

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
行
動
様
式

も
、
英
語
で
は
「H

onne 
and 

tatem
ae

」
、
と
表
記
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。 

  

　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
「H
onne 

and 
tatem

ae

」
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
日
本

語
で
は
「
本
音
と
建
前
」
と
表
現
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
一
般
に
、
「
本
音
」

と
は
本
心
の
こ
と
で
、
「
建
前
」
と

は
表
向
き
の
方
針
の
こ
と
、
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　
確
か
に
日
本
の
社
会
で
は
、
効
率

的
に
物
事
を
解
決
す
る
た
め
に
「
建

前
」
を
前
面
に
出
す
と
い
う
方
法
が

用
い
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
は
「
建
前
」

は
相
手
と
交
渉
に
当
た
る
表
の
顔
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
そ
の
場
合
の
「
本
音
」
は

と
い
う
と
、
相
手
と
の
摩
擦
を
避
け

る
た
め
前
面
に
出
な
い
で
裏
方
に
回

り
、
で
も
、
そ
の
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
の
実
現
を
図
る
べ
く
、
「
建
前
」

を
後
方
か
ら
必
死
に
支
え
て
い
く
任

務
を
負
っ
た
位
置
に
い
る
、
と
言
え

る
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
意
味
に
お
い

て
、
「
本
音
」
は
い
わ
ば
裏
の
顔
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
構
図
が
外
国
の
方
に
は
奇
妙

に
見
え
る
の
で
し
ょ
う
。
し
か
も
、

そ
の
裏
の
顔
が
時
と
場
所
に
よ
り
見

え
た
り
見
え
な
か
っ
た
り
す
る
と
な

れ
ば
、
ま
す
ま
す
そ
う
思
わ
れ
て
も

仕
方
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
公
の

場
で
は
、
「
本
音
」
は
「
建
前
」
を

裏
か
ら
支
え
そ
の
顔
を
な
か
な
か
見

せ
な
い
の
に
、
身
内
だ
け
の
と
き
に

は
、
は
っ
き
り
と
そ
の
顔
を
出
し
た

り
す
る
わ
け
で
す
か
ら
・
・
・
。 

  

　
表
の
顔
と
裏
の
顔
、
に
つ
い
て
は

職
業
的
意
識
に
よ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
納
税
者
の
方
が
「
あ
る
時
」

に
浮
か
べ
る
顔
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
の
「
あ
る
時
」
と
は
税
務
調
査
の

時
で
す
。
調
査
官
が
問
題
点
を
指
摘

す
る
、
正
に
そ
の
時
の
納
税
者
の
方

の
顔
で
す
。 

　
調
査
官
が
指
摘
す
る
事
項
を
聞
く

納
税
者
の
方
の
そ
の
時
の
顔
は
、
指

摘
事
項
を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
今
後

適
切
に
対
応
し
ま
す
と
い
う
、
表
の

顔
そ
の
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

と
同
時
に
こ
の
時
、
も
う
一
つ
の
別

の
顔
が
垣
間
見
え
る
の
で
す
。
そ
れ

は
、
「
こ
れ
で
調
査
も
終
わ
る
。
早

く
終
結
さ
せ
よ
う
。
や
る
こ
と
が
ほ

か
に
も
あ
る
の
だ
か
ら
・
・
・
」
と

い
う
内
心
の
顔
、
内
に
あ
る
本
音
を

漏
ら
す
裏
の
顔
で
す
。 

　
同
じ
人
間
が
一
瞬
の
う
ち
に
見
せ

る
ス
リ
リ
ン
グ
な
場
面
、
と
い
え
ば

大
げ
さ
で
し
ょ
う
か
。
様
々
な
状
況

の
中
で
真
剣
に
生
き
て
い
く
た
め
に

は
、
そ
う
し
た
対
処
の
仕
方
も
十
分

あ
り
得
る
と
思
い
ま
す
。 

  

　
最
近
の
日
本
の
出
生
率
は
低
下
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
人
口
密
度
で
は

ま
だ
ま
だ
世
界
の
上
位
に
位
置
す
る

そ
う
で
す
。
人
口
密
度
の
高
い
日
本

で
複
雑
に
入
り
組
む
人
間
関
係
を
さ

ば
い
て
い
く
に
は
、
そ
れ
な
り
の
知

恵
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、
単
純
に

見
え
る
事
柄
で
も
そ
の
背
景
に
は
様
々

な
事
情
が
交
錯
し
て
い
ま
す
。
そ
の

解
決
と
な
る
と
、
一
筋
縄
で
は
い
か

な
い
こ
と
を
私
た
ち
は
長
年
の
経
験

か
ら
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
経

験
則
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
解
決
策
の

一
つ
が
「
本
音
と
建
前
」
、
と
言
え

る
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、

表
現
の
違
い
や
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、

日
本
以
外
の
国
で
も
同
様
な
方
法
論

が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
思

う
の
で
す
が
・
・
・
。 

　
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
「
本
音
と
建

前
」
が
同
じ
も
の
の
裏
表
の
関
係
に

あ
る
と
し
た
ら
、
両
者
の
接
点
は
ど

こ
に
見
い
だ
せ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ

の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
の
も
面

白
い
と
思
い
ま
す
。 

Take FiveTake Five

宮下 裕行 
（みやしたひろゆき） 

（その1） 

【著者略歴】愛知県名古屋市出身。中
央大学法学部卒業後、東京国税局調

査部、国税広報室広報係長、資料調査課主査、同国際調査専門官、同
総括主査、保土ヶ谷税務署副署長、特別国税調査官等を経て、現在、
税理士。東京地方税理士会税法研究所研究員（法人税担当） 
【主要著作】「新時代の法人税調査の着眼点」、「最新法人税調査の
傾向と対策」、「その時どうする実務家のための法人税」（いずれも（財）
大蔵財務協会）「国税速報」、「週刊税のしるべ」（いずれも（財）大
蔵財務協会）、「月刊税理」、「旬刊速報税理」（いずれもぎょうせい）
等にも執筆 

税
務
調
査
の
場
合
で
も
 

税
務
調
査
の
場
合
で
も
 

日
本
人
の
知
恵
 

日
本
人
の
知
恵
 

表
と
裏
 

表
と
裏
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東糀谷　満留賀 
■　場　　所：大田区東糀谷5―16―18 
■　電　　話：03―3744―0572 
■　営業時間：11：00～15：00　17：00～21：00 
■　定 休 日：毎週水曜日 

　
老
舗
の
お
蕎
麦
屋
さ
ん
で
す
。
町
そ
ば
屋
の
気

安
さ
で
地
元
に
愛
さ
れ
、
気
軽
に
上
着
を
脱
い
で
、

く
つ
ろ
げ
る
お
店
で
す
。
 

　
羽
田
の
国
際
化
に
ち
な
ん
だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ

ュ
ー
『
羽
田
蕎
麦
』
は
（
蟹
と
穴
子
の
天
ぷ
ら
＋

手
羽
先
唐
揚
げ
）
で
滑
走
路
に
見
立
て
、
（
芽
か

ぶ
と
海
苔
入
り
蕎
麦
つ
ゆ
）
は
海
を
表
現
す
る
、

パ
ス
タ
風
蕎
麦
で
す
。
『
き
し
ね
ぎ
ホ
ル
モ
ン
』

は
最
近
の
新
作
。
『
マ
ル
カ
ラ
イ
ス
』
は
エ
ス
ニ

ッ
ク
風
の
エ
ビ
か
つ
添
え
。
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
と

定
番
以
外
で
も
飽
き
さ
せ
な
い
。
 

　
夜
は
、
大
田
市
場
で
仕
入
れ
た
活
魚
料
理
が
人
気
、

二
階
に
大
勢
さ
ん
や
団
体
さ
ん
向
け
の
お
座
敷
が

あ
り
ま
す
。
 

　
ア
イ
デ
ィ
ア
マ
ン
の
店
主
は
二
代
目
、
自
ら
の

ブ
ロ
グ
「
粉
や
の
 

大
将
」
は
蕎
麦
の
Ｐ

Ｒ
と
陶
芸
。
研
究
熱

心
な
人
柄
が
う
か
が

え
る
。
 

　
ど
う
ぞ
一
度
訪
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

〈
甲
斐
惠
二
　
記
〉
 

ココ 

●東糀谷児童館 

●東糀谷 
　郵便局 

さわやか信金● 

大
田
区
糀
谷
　
 

羽
田
地
域
庁
舎
●
 

↑
大
森
 

産
業
道
路
 

大
鳥
居
駅
・
環
八
↓
 

糀谷南 

東
糀
谷
小
 

羽田蕎麦 
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固定資産税・都市計画税（23区内）の納税通知
書は、6月1日（水）に発送します。 

〈納期限〉　平成23年6月30日（木） 
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イルバンキング※4

※1　一部、都税の取扱いをしていない金融機関があります。 
※2　お申込方法等の詳細は、主税局徴収部納税推進課口
座振替係（03-5912-7520）へお問い合わせくだ
さい。 

※3　納付書１枚あたりの合計金額が30万円までのもの
が納付できます。 

※4　 ○　　（ペイジーマーク）の入っている都税の納付
書に限ります。 
○領収証書は発行されません（領収証書が必要な方は、
金融機関等の窓口またはコンビニエンスストアを
ご利用ください。）。 
○新規にインターネットバンキングやモバイルバン
キングをご利用する方は、事前に金融機関へのお
申込みが必要です。 
○保守点検作業のため、一時的にご利用できない場
合があります。詳しくは、主税局ホームページ
(http://www.tax.metro.tokyo.jp/) の「都税の
納税等について」をご覧ください。 

〈利用可能なコンビ二エンスストア〉 
エーエム・ピーエム　くらしハウス　ココスト
ア　コミュニティ・ストア　サークルＫ　サン
クス　スリーエイト　スリーエフ　生活彩家　
セブン-イレブン　デイリーヤマザキ　ファミ
リーマート　ポプラ　ミニストップ　ヤマザキ
デイリーストアー　ローソン（50音順） 

＊領収証書及びレシートを必ず受け取り、大切に
保管してください。 

固定資産税・都市計画税の納税には、安心便利
な口座振替をご利用ください。 

 
　お申込みは、口座振替を開始しようとする月の前月の10
日までに、預（貯）金通帳、通帳届出印、納税通知書をご持
参のうえ、金融機関または郵便局の窓口へお願いします。 
（平成23年8月10日（水）までにお申込みいただくと、9
月の第2期分から口座振替をご利用いただけます。） 
 

＜口座振替のお問い合わせ先＞ 
主税局徴収部納税推進課口座振替係 

（03-5912-7520） 

　
健
康
の
た
め
に
散
歩
を
し
て
い
る
。
 

　
人
の
話
や
、
健
康
に
関
す
る
記
事
の
影

響
だ
。
 

　
万
歩
計
を
付
け
て
、
一
日
一
万
歩
を
目

標
に
歩
く
。
普
段
は
、
近
所
や
蒲
田
駅
の

往
復
を
歩
く
が
、
意
識
し
な
い
と
一
万
に

は
い
か
な
い
。
 

　
休
日
は
、
知
ら
な
い
道
を
歩
き
、
疲
れ

る
と
喫
茶
店
に
入
り
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
、

本
を
読
む
。
 

　
気
分
転
換
に
は
最
高
だ
。
 

　
最
近
で
は
、
新
宿
か
ら
靖
国
通
り
を
東

京
駅
ま
で
や
、
池
袋
か
ら
東
京
駅
ま
で
、

歩
い
た
こ
と
も
あ
る
。
 

　
歩
く
習
慣
が
つ
く
と
、
一
万
歩
に
満
た

な
い
と
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
か
ら
不
思

議
だ
。
 

　
東
日
本
大
震
災
の
日
も
歩
い
た
。
あ
の

日
、
午
後
、
会
議
で
私
は
茅
場
町
の
鉄
鋼

会
館
五
階
に
い
た
。
 

　
長
い
横
揺
れ
に
、
い
つ
も
と
は
違
う
な

と
感
じ
た
。
 

　
窓
の
な
い
会
議
室
だ
っ
た
が
、
壁
と
天

井
の
境
目
に
徐
々
に
ひ
び
割
れ
が
走
っ
た
。
 

　
大
阪
か
ら
き
た
人
は
阪
神
大
震
災
を
経

験
し
て
い
て
、
少
し
青
ざ
め
て
い
た
。
 

　
揺
れ
が
収
ま
り
、
会
議
も
ほ
ど
ほ
ど
に

し
て
、
テ
レ
ビ
の
中
継
映
像
を
見
た
。
 

　
信
じ
ら
れ
な
い
津
波
の
光
景
に
目
を
疑

っ
た
。
 

　
会
社
に
電
話
す
る
が
携
帯
は
つ
な
が
ら

な
い
。
メ
ー
ル
も
ダ
メ
だ
。
家
族
の
安
否

も
気
に
な
っ
た
。
 

　
電
車
が
動
く
ま
で
と
、
状
況
を
見
て
い

た
が
、
事
務
局
員
や
大
阪
の
人
は
毛
布
を

だ
し
、
泊
ま
り
込
み
の
準
備
を
始
め
た
。

私
は
歩
い
て
帰
る
こ
と
に
し
た
。
 

　
毎
日
歩
い
て
い
る
の
で
、
足
に
は
自
信

が
あ
っ
た
。
茅
場
町
か
ら
平
成
通
り
を
新

富
町
へ
、
築
地
の
手
前
で
右
に
曲
が
り
、

薄
暗
い
銀
座
を
歩
い
た
。
 

　
新
橋
駅
あ
た
り
か
ら
は
、
人
が
歩
道
か

ら
は
み
出
し
、
車
道
を
歩
い
た
。
 

　
国
道
は
大
渋
滞
。
救
急
車
が
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
、
イ
ラ
つ
く
車
は
警
笛
を
鳴
ら

す
。
 

　
警
官
が
歩
道
を
歩
く
よ
う
に
注
意
す
る

が
、
誰
も
聞
か
な
い
。
後
ろ
か
ら
自
転
車

が
追
い
抜
い
て
い
く
。
 

　
芝
大
門
、
三
田
と
歩
く
う
ち
に
、
家
族

た
ち
と
メ
ー
ル
も
徐
々
に
つ
な
が
り
、
居

所
を
知
ら
せ
な
が
ら
歩
い
た
。
 

　
品
川
、
平
和
島
…
我
が
家
に
近
づ
く
。
 

　
帰
宅
に
は
約
三
時
間
半
か
か
っ
た
。
 

　
万
歩
計
は
二
六
九
〇
〇
歩
を
表
示
し
て

い
た
。
 

〈
Y
・
Y
〉
 

東京都　主税局 検索 

散
歩
の
効
用
 



業務用中華　・手作り風中華万頭・ 
餃子・春捲・シュウマイ・ワンタン 
の皮及び春捲 製造販売.卸.

本　　社 東京都大田区西蒲田６丁目29－2 
〒144-0051 T E L  03－3735－1561㈹ 
 F A X  03－3730－0599 
埼玉支社 埼玉県吉川市八子新田972 
瑞穂工場 東京都西多摩郡瑞穂町長岡3－1－34

代表取締役　菅野善男 
株式会社 

法人会 

推 進 運 動  推 進 運 動  

法人会 

お 願 い  

会社名、代表者・住所・電話番号等の変

更がございましたら蒲田法人会事務局ま

でご連絡をお願い致します。 

電話 3734－7300

（社）蒲田法人会事務局までご連絡ください。 お申込み、お問い合わせは 
TEL. 3734－7300 
【担当】　久留宮・田久保 

郵便局の簡易保険を法人会の団体扱いにすれば保険料が割引になります。 

保険料のお支払いは口座引き落としのため手間がかかりません。 

法人会員ならではの団体割引のメリットをご案内いたします。 

ぜひ、皆様のご利用をお待ちしております。 

よろしくね！ 

1.　蒲田法人会会員であること 

2.　保険契約者名が代表取締役または取締役であること 
　  ※監査役は含まれません、履歴事項全部証明書の提出が必要です 

3.　保険契約が平成19年9月30日以前になされたもの 

対
象
と
な
る
契
約
 

郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 

お手持ちの簡易保険の証券をご確認ください 

郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 



（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
） 

　
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
　 

月
刊
法
人
か
ま
た
　
6
月
号（
通
巻
4
3
0
号
）平
成
23
年
6
月
1
日
発
行（
毎
月
1
回
1
日
発
行
） 


